
問合せ先

平成26年度

所管部・課 作成日

歳入 253 正職員 2 修正日

歳出 13,560 非常勤 3 評価日

項目 H23実績 H24実績 H25実績 H26目標 H26結果

1
市民
（顧
客）

基準入館者の達成を目指し
ます。

企画展等を実施して入
館者数　年間１万人以
上

１０２４１人 ９９６９人 ９６３８人 ４５００人 ９０２７人 ・常設展リニューアルのため１０月
～３月までは常設展示閉催。
・常設展内装工事のため、企画
展及び博物館まつりなどの事業
を１０月～２月の間、休止予
定。

A:達成

2
財務
改善

歳入の増加を目指します。 刊行物の販売収入年
間154千円以上

２４６８００円 ３１８０００円 ２３６６００円 １０４０００円 １５６８５０円 ・今年度は企画展図録を作成
しないため、既存刊行物のみの
販売。

A:達成

公の施設目標管理シート （直営） ０２５－３８６－１０８１

年度

施設名
新潟市北区郷土博物館

（分館　横井の丘ふるさと資料館）
当初予算（千円） 当初人員(人）北区地域課 H26.4.18

施設の
設置目的

H27.5.15

市民の教育、芸術及び文化の向上を図るため、博物館法第２条第１項に規定する博物館とし
て、新潟市北区郷土博物館を新潟市北区嘉山3452番地に設置します。
（また，郷土の歴史概要を学ぶ場として、新潟市北区横井259番地１に、分館　横井の丘　ふるさ
と資料館を置きます。）

No. 視点 目標 参考・補足 主な事業等
評価指標 目標達成状況

未達成理由
評価

・企画展「和本と学びの世界」
・企画展（小中学生公募）「松蔭
賞書道展」「北区こども科学展」
「北区ジュニア絵画展」
・貸館事業「北区美術協会展」

常設展内装工事のため、企画展
及び博物館まつりなどの事業を１０
月～２月の間、休止予定だったが、
工事期間がずれたために、博物館
まつりを開催することができた。また、
齋藤満栄氏からの作品寄贈があ
り、その公開展を臨時で開催したた
め、当初の予想入館者数を大幅に
上回った。

・ガイドブック『北区のお宝も
のがたり』、展覧会図録、豊
栄市史など。

ガイドブック　　　４７冊
豊栄市史ほか　７８冊

平成２６年度

3
業務
改善

博物館の設置目的を達成す
るための事業を推進します。

市民協働による事業の
実施

北宝隊との
協働

北宝隊との
協働

北宝隊との
協働

北宝隊との
協働

北宝隊との
協働

・北宝隊との継続的な協働活
動により、「北区の歴史と文化」
をテーマとする博物館づくりを促
進する。 B:達成

4
人材
育成

研修の機会を作ります。 職場内の研修会　年３
回以上実施

３回 ３回 ３回 ３回 ３回 ・企画展開催時及び常設展展
示替え時等に、その内容につい
ての研修を行い、情報の共有化
を図る。 B:達成

5

・まち歩きガイド等の支援 自主グループ北宝隊との継続的な
協働により、「北区の歴史と文化」
をテーマとする博物館づくりの促進を
図った。

情報の共有化、スキルアップを図っ
た。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

　「北区の歴史と文化」をテーマとした博物館の特色をより一層明確にするた
め、平成２７年度から常設展示の構成を「北区の歴史とくらし」を理解できるよ
うにリニューアルします。今年度は、そのための準備をすすめていきます。

・＜市民＞常設展内装工事のため、企画展及び博物館まつりなどの事業を１０月～２月の間、休止予定だったが、工事期間がずれたために、博物館まつり、臨時の企画展を開
催することができた。従って、当初の予想入館者数を大幅に上回った。来年度５月から常設展示が、北区の歴史とくらしに特化したテーマでスタートするので、地域住民にもより関
心を高めてもらうように努めていく。
・＜財務＞目標は上回ったが、図録を発行する企画展の開催がなく、例年より下回った。来年度は新しい出版物の発刊とともに、既存の出版物の普及にも努めていく。
・＜人材＞博物館内で展示されている内容についての情報共有を図った。


